
宮崎市定先生の略歴と著作目録＊

轡謡治341rl三　8　月

大II三8年3月

〃　11年3月

〃　14年3月

lf　／1　11

昭和2，tl三3月

〃　〃　5月

〃　4士｛三4月

〃　8奪8月

〃　9年3月

〃　〃　12月

〃　10を霞0月

〃　11f＝1三6月

〃12年9月

〃　　16勾三　3　月

〃　　17杢1三　7　」召

11　19　：（一P　5　」’．j

〃　21をド7Jd

〃　22iml三4fヨ

〃　　25：を巨　4　月

洛 歴

長野県骨牌市に生まれる（8月41三D

長野県立飯由中学校卒業

松本高等学校文科甲類卒業

京都帝圏大学文学部史学科卒業

京都帝圏大学文学部警手を嘱託せられる

第六高等学校講師を嘱託せられる

第六高等学校教授に任じられる

第三高等学校教授に任じられる

申下民醐および満州国に出張（詞年9月帰朝）

京都帝園大学交学部講師を嘱託せられる

京都帝国大学助教授に任じられる

仏蘭西麟に留学滞在を命じられ，東洋語学校でアラビア語を学ぶ

亜米利加合衆国および中華男時を在留国に追加される

万国人類・先史考古学大会（ブカレスト）に出席，トルコ，イラ

　ク，シリア，エジプトを歴訪（13年8月帰朝）

東洋史学：第二二講座分損を命じられる

東洋史学第二講座下下を命じられる

京都三三大学教授にで壬じられる

京都帝園大学評議員を命じられる（23年7月まで）

学位請求論交ド五代商初の通貨聞題」によって文学博士の学位を

　授与される

窟都大学文学部長代理を命じられる（詞年7月まで）

＊漢字はできるだけ漁用漢宇に改めた。

iii　一



1唱和25年9月

1！　11　tl

〃　31翁三7ノ弓

〃33隼5月

〃　34隼4月

〃　〃　11月

11　／1　／1

11　11　／！

〃　35隼4月

〃　〃　7月

〃　　35勾三10月

〃　　36を拝10月

〃　38隼4月

ll　／1　11

〃　39奪4月

〃40年3月

〃　〃　4月

京都大学文学部長に補任される（26奪9月まで）

京都大学教育学部長事務取扱を命じられる（26卑4月まで）

京都大学分校教授に併任される

「九品官人法の研究」により日本学士院賞を授与される

京都大学人交科学研究所教授に併任される

京都大学分校主事に併任される（35年lo月まで）

京都大学評議員に併任される（35奪10月まで）

京都大学教養部長を命じられる（35黛10月まで）

京都大学人交科学研究所教授に併任される（36庫10潤まで）

第25團国際菓洋学者会議（モスクワ），国際歴史学会（ストック

　ホルム）に出席（馬鞭9月帰朝）

パリ大学客員教授として渡仏，コレージュ・ド・フランスで講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36勾三6ノ欝血出雲）

ハーバート大学客員教授として渡米（37奪7月帰国）

京都大学人文科学研究所教授に併任される

38無度京都大学大学院文学研究科心当を命じられる

39年度京都大学大学院交学研究科楓当を命じられる

京都大学交学部を停年六宮

京都大学名誉教授の二二を授与きれる

iv



　　　　　　　　　　　　　　　著　　　　書

來洋における素朴主義の民族と文明主義の社会一支那歴史地理叢書一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富　　山　　房）　　日召禾015年

五代宋初の通貨間題　　　　　　　　　　　　　　　　（星　野、書　店）　〃　18年

日出づる国と日暮るる処　　・　　　　　　　　　　　（星　野　書　店）　〃　〃

菩　薩　蛮　記　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生　　活　　社）　〃　19勾三

科　　　　　挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秋　　田　　屋）　〃　21蕉

アジア史概説　正編・三編　　　　　　　　　　　　　（人　文　書　林）〃22～23隼

東洋的近世　　　　　　　　　　　　（教育タイムス社）　〃25奪

雍三三一一申圏の独裁君主一　　　　　　　　　　　　（岩　波　書　店）　〃　25矩

中圏古代史概説　（バーーバ・・一ド・燕京・岡志社東方文化講座第8蝦）　　　　　〃　30三

九晶宮人法の研究一科挙繭史一　　　　　　　　（策洋史研究会）　〃31犀

アジア史研究第一　　　　　　　　　　　　　　（東洋史研究会）　〃32隼

東洋史上の1：］本一日本文化研究1一　　　　　　　（新　　潮　　社）　〃33隼

アジア史研究第二　　　　　　　　　　　　　（東洋史研究会）　〃34奪

宋と元（『世界の歴史』6）　　　　　　　　　　（中央公論社）　〃36年

アジア史研究　第三　　　　　　　　　　　　　　　　（東洋史研究会）　〃38奪

科挙一中国の試験地獄一一一　　　　　　　　　、　　（中央公論社）　〃　38痒

Wang　An－Shih　Practical　Reformer？　Boston，　1963．

アジア史研究　第四　　　　　　　　　　　　　　　（東洋史研究会）　〃39年

　　　　　　　　　　　　　　　論　　　　文

西洋に於ける渠洋の影響（特に中古期に於ける）　『史林』　11／1，2，3　　大正15三

都州之役前後　『内藤博士頒寿記念史学論叢』　　　　　　　　　　　　　　昭和5三

王安石の吏士合一策一倉法を中心として　『桑原博士還暦記念東洋史論叢』　〃5年

三代の太学生生活　　　’　　　　　　　　『史　　　林』　16／1，4　　　　　〃　6年

　　（宋代太学生的救圏運鋤　黄現無訳　民国25年参照）

古代申国賦税制度　　　　　　　　　　　　『史．　　林』　18／2，3，4　　　〃　8銀

　　（中麟古代賦税制度　ド清華週刊』41／1，2期　華心訳参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　v　一



中匡i城郭の起原異説　　　　　　　　　　　『歴史と地理』32／3

西夏の興起と青白塩問題　　　　　　　　『東亜経済研究』　18／2

71く　糸蚤　熟1三　こ二　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　学　朶倭　誌』　　45／7

澹侠に就て　　　　　　　　　　　　『歴史と地理』34／4，5

嘉元の経済的状態　　1“世界文化史大系』第12巻「宋・元時代J

宋と遼・西夏との関係『蹴界交化史大系』第12巻「宋・元時代」

北宋の党争　　　　『世界文化史大系』　第12巻「宋・元三代」

晋武帝の戸調式に就て　『東距経済研究』19／4
　　（『史学滴息』　　1／5　　沈ら匙麟抄謬疋　　民團26年参照）

読　史　割　記　　　　　　　　　　　　『史　　　　林』21／1

東洋史上に於ける孔子の位置　　　　　　　『菓洋史研究』4／2

　　（孔子在東亜史上酌地位　「北京近代科学園書館館刊」6，蘇民生訳参照）

条支と大秦と西海　　　　　　　　　　　『史　　　　林』24／1

東洋のルネッサンスと西洋のルネッサンス　『史　　　　林』

羨　　不　　足　　日照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　学　熟客　誌』　　51／1

書禁と禁書一支那の軍機保護法と治安維持法一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東　亜　 讃1　題』　　2／1

賞の起源に就いて　　　　　　　　　『東洋史研究』5／4

毘沙門天信仰の東漸に就いて　『紀元二千六百無記念史学論交集』

事変と塩・歴史と塩　　　　　　　　　　陳亜問題』3／7

支那・上古一指漢　（社会経済史学の発達第2部粟洋社会経済史）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『祉会経済史学』　10／11

南薬園治史　　　　　　　　　　　『支那政治史』下巻

濾初広東貿易に関する一資料（訳）　　　　『東亜経済研究』25／6

黄似道略伝一壷起霧今人物略伝一一　　　陳洋史研究』6／13

南京条約薗後の支那対外貿易統計（訳）　　　ド東洋史研究』　6／6

南洋を東西洋に分つ根拠に就いて　　　　　『東洋史研究』　7／14

王安石の黄河治水策　　　　　　 『東亜闘題』4／1

漢末の風俗　　　　『日本諸学振興委員会研究報告』特輯4

真如法親王の御逸事　　　　　　　　　　　『ひの　も　と』6／3

長恨歌二題　　　　　　　　　　　　　『ひの　も　と』　6／5

支那側資料より見たる英仏聯合軍の北京侵入事件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東亜研究所報』　24

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　x’i　一
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東西洋と南洋　　　　　　　　　　　楠方講座』

支那周辺史・総論　　　　　　　　　　　　『支那周辺史』　上巻

トルキスタン史・近露　　　　　　　　　　『支那周辺史』　下巻

1三破支那及び南洋　　　　　　　　　　『支那周辺史』　〃

支管南洋開係史　　　　　　　　　　駄平洋麟・民族と文化』

宋の太静思獄説について　　　　　　　　『東洋史研究』　9／4

得吏の陪備を平心として一一中園宮吏生活の一面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　　　　林』30／1

王　　安　　石

永　翁　の　翻

中国史学入門・総論

清　　　　　談

牽強誠の文章論

食：糧力〉ら晃た東洋史

四角・六角・八角

帖木児王朝の遣明使節

濤朝に於ける圏語問題の一面

五三真形観
申圏近世の農民暴動

十八世紀フランス絵画と東亜の影饗

宋学の論理
木　米　の　硯

歴史塚としての狩野博士

歴史的評価の客観盤

五代史上の軍閥資本一一特に晋陽李疑の場合

本を語る一一一一一中国学の立場から

中国上代は封建制か都市国家か

五代宋初の通貨聞題

　　（宋手順銭之研究「串聯銀行月干鱒7，趙之藺訳

中国近世における生業資本の貸借について

On　the　Chinese　Currency　between　907　A．　D．　and　1063　A．　D．

　　　　　　　交学哲学史学学：会連舎　　『研究論交集』　1

　　　　　　　　　　　　　　　　一　vii　一

『中華六十名家欝行録』

『洛　　　昧』　5

（東方学術協会）

『史　　　　　　　林』　　31／玉

『学　　　海』4／1

『国民の歴史』1／6

『随　　　　筆』　2／4，5

『学　　　　芸』4／6

『東方史論叢』　1

『学　　　　海』4／4

『東洋史研究』10／1

『サ　ン　ス』　2

『東　　　　光』　3

『学　　　芸』5／1

『東　　　　光』　5

『智　　　　慧』　8

　『ノ＼3S（二丁斗学』　　2／く隻

『時　　　　論』　4／10

『史　　　　林』33／2

『研究論：文集抄録誌』

　　民国33fxV＿参照）

『東洋史研究』11／1

　　昭和18年

　　　〃18年

　　　〃18銀

　　　〃　18薙

上巻　〃　圭9年

　　　〃20奪

　　　〃　20隼

　　　〃　21傘

　　　〃21年

　　　〃22年

　　　〃　22　！tl三

　　　〃22銀

　　　〃22隼

　　　〃　22奪

　　　〃　22年

　　　〃22隼

　　　〃22隼

　　　〃22隼

　　　〃22奪

　　　〃23年

　　　〃23奪

　　　〃　23奪

　　　〃　23年

　　　〃　23　t1i三

　　　〃24年

　　　〃　25無

　　　〃25無

　　　〃　25無

〃25年



狼湾二酉圏と狼岬町国　『羽田博士三寿記念東洋史論叢』

明濾蒔代の蘇州と軽工業の発達　　　　　　『東　方　学』　2

古本屋への注文　　　　　　　　　　　　『京都古書時報』23

招商局の略史一申国の独占的汽船会社　　『粟洋史研究』11／2

大地は生きている一申国人の地理思想　　『人文地理』3／5

水位の変化と中圏史一一特に華北における原始心意の破壊に関して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『轟然と文イヒ』　3

宋代文化の一面　　　　　　　　　　　　　『墨　　　　美』　10

周漢交化の基盤　　　　　　　　　　　　　　『墨　　　　美』　11

宋代以後の土地所有形体　　　　　　　　　『東洋史研究』　12／2

四書考証学　　　　　　　　　　『東西学術研究所論叢』　6

京大東洋史・総論　　　（『古代帝圏の成立』所収）　（創　元　社）

京大東洋史・西力の東漸　（『東亜の近代化』所収）　（　　〃　　）

帯代の士風　　　　　　　　　　　　『更学雑誌』62／2

水濫伝的傷痕　　　　　　　　　　　　　『東　方　学』　6

宋代州県制度の詣来とその特色一特に衙前の変遷について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　　　　林』36／2

中国に於ける奢移の変遷　　　　　　　　　『あ　まか　ら』

中国史上の荘園　　　　　　　　　　　　　『歴史教有』　2／6

明代富松地方の士大夫と民衆一明代史素描の試み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　　　　　　　嘉木』　　37／3

宋元時代の法制と裁判機構一一元典箪成立の富鉱的・社会的背景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東方学報』24

合本組織の発達一中国近世における生業資本の貸借について（補遺）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東洋史拶罫多嶺』　　13／5

中園の官吏登用法　　　　　　　　　　　『歴史教育』3／9

羽田博士と西域史　　・　　　　　　　　　『東　方　学』11

蘇州風流史話　　　　　　　　　　　　　　『洛　　　　昧』　50

唐門賦税制度新考　　　　　　　　　　　　『策洋史研究』　14／4

オリエント・過去と現在　　　　　　　　『経　済　人』10／5

西アジア交化の古さ　　　　　　　　　『西南アジア研究遺　1／1

妙心寿麟祥院蔵の混一歴代国都藏理地図について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『神田博士還暦記念書誌学論集．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　－viii一
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雍正殊挽諭旨解題一その蝉1的価値　陳洋史研究』15／4

清濁の脊吏と幕布一特に雍正朝を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『策洋史研究』　16／4

有史以前の文化交流　　　　　　　　　　　『古代文化』

階代史雑考　　　　　　　　『史学研究』72
支那の鉄について　　　　　　1”st！　　榊40／6

H本の虚位令と唐の宮品令　　　　　　　　『璽　方　学』　18

序章，三国志の蒔代，南朝と北朝，商業の発展，儒学の革新

　　　　　　　　　（『図説世界文化史大系』16，「中言」翌所収）

三韓時代の位階剃について　　　　r朝鮮学報』14
雍正時代地方政治の実状一株批諭旨と鹿州公案一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東洋史研究』18／3

三道と注兆銘　　　　　　　　　　　『東亜時論』2／2

三下人の海外進出　（『園説世界丈化史大系』18，「中園」］S「所収）

中園における村劉の成立一古代帝国崩壊の一面一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東洋史研究』18／4

中屡火葬考　　　　『塚本博士三寿記念仏教学論集』

Les　villes　en　Chine　a　1’epoque　des　Han　To’ung　Pao　48／4，　5，　1961

六朝時代華北の都市　　　　’　　　　『東洋史研究』20／2

戦国詰代の温帯　　『東方学会創立十五周奪記念東方学論叢』

アメリカにおける中園研究瞥見　　　　　『史　　　　林』45／6

寝藁の里制と唐代の朝霞　　　　　　　　『東洋史研究』21／3

昭和32年

〃33黛

〃33年

〃　34無

〃34勾三

〃34年

〃　34奪

〃34年

〃34隼

〃　35銀

〃35無

〃35年

〃36年

〃36年

〃37年

〃　37母

〃　37隼

島国古代における天と命と天命の思想一一孔子から孟子に至る革命思想の発展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　　　　　　　　林』　　46／1

陸費新語道基編の研究　　　　　　　　　　『東　　方　　学』　25

幽遠帝による俸工面撫捕の停止について　　『東洋史研究』22／3

有福読書堂叢刻　　　　　　　　　『岩井博士古稀記念典籍論集』

宜祖時代の科挙恩田田図について　　　『朝鮮学報』29

六朝蒔代江爾の貴族i　　　　　　　　　　　『歴i史教育』　11／7

宋代嘗制序説一一宋史職官志をいかに読むべきか（宋史職窟志索引序）

佐久閥象山　　　　　　　　『儒濃教育』935
公孫竜子の研究　　　　　　　　　　　　『東方学報』36

　　　　　　　　　　　　　　　　　－ix一

〃38無

〃38年

〃　38母

〃38年

〃　38奪

〃38年

〃38年

〃　39年

〃39年



六朝幣庸の社会　　　　　　　 『歴史教育』

頃畝と里と丈尺　　　　　　　　　　　　『東　方　学』28

雪質「新語」の研究　　　　　　『京都大学交学部研究紀要』　9

The　Nature　o£　Tai－Ping　Rebellion　Acta　Asiatica　8，　1965

元朝治下の蒙古的官職をめぐる下野閥係…一科挙復興の意義の再検討一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『東洋史研究』23／4

H召禾ll雪39蓬＝1三

〃　39全1三

〃40年

〃　40雑

國晋職 野

卑　波　利　貞：燕　興載筆　　　　『史　　　　林』

田下三一郎：史学弓丈集　　　　『史　　　　林』

岡　崎　文　夫；魏蕃南北朝通史　　　　『史　　　　林』

青　山　定　男　：読史方輿紀要索引・：支那歴代地名要覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『史　　　　林遜

東　川　徳　治：増訂支那法制大辞典　　『史　　　　林』

市村博士古稀記念東洋史論叢　　　　　　　『愛　　　　林』

矢野仁一：国民東洋史大網・満州麟歴史『史林』

伊勢專一郎：自顧燈之至i荊浩支那山水画史　『鍵林』

鈴木隆一．困臥索引
曽我部静雄：宋代財政史
傳　　芸　　子；正倉院考古記

仁井田陞：支那身分法史

由田憲太郎：東醗香料史

内藤虎次郎：支那上古史

内藤虎次郎：湾朝史通論
津田左右吉：論語と孔子の思想

内藤虎次郎：中国申霧の文化

内藤虎次郎：申圏近世史
狩　野健〔喜・「中園叛学史」を読む

鈴木俊・西嶋定生：中国史の疇代区分

トルフプン発見田土：文書の性質について

『史　　　　林』

ゼ史　　　　林』

『史　　　　林』

『東洋史研究』

『史　　　　林』

『東洋史研究』

『東洋史研究』

『東洋史研究』

『棄洋史研究』

『東洋史研究』

『東洋史研究』

1鰹史学研究』

10／4

17／4

18／1
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一「敦煙吐魯番社会経済史科」（上）を読む一一　『史林』　43／3

大正14奪

弩召牽iコ7＝無三

〃　8年

〃　8無

〃　8館

〃　9年

〃　9年

〃　9隼

〃　9薙

〃　17奪

〃　17発三

〃　17年

〃　17年

〃　20薙

〃　20年

〃　22年

”　　231：1＝三

〃　23年

〃29隼

〃　32年

〃　35年



仁井田阻著

吉川幸次郎

「中圃法制史研究一｝轡評『二日ジャーナル』　11・25

素謡概説　　『東洋史研究』22／1

昭和35年

〃　38年

垂菊 録

バググット旅信

四家を隣と為す

突瀕の字音について

フランスの細江

羽田博士を悼む

羽田先生の追憶

象　の　後　退

雍正二年の緩紳・中枢全書

「麿宋時代に於ける金銀の研究」疑義二則

王建の詩再論

可汗の字音について

『東洋史研究』

『策洋史研究1

『東洋史研究』

『東　　方　　学』

『東洋史研究』

『璽洋史研究』

『東洋1迎研究』

『東洋史研究』

『東洋輿研究』

『東洋史研究』

『東洋史研究』

3／3

11／1

11／2

6

14／3

11

15／4

i6／4

18fi　1）

18／／3

22，！3

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

13矩

25年

27年

28年

30年

30年

32年

33壬｛三

34年

34年

38奪

事典（辞典）執筆項目

『アジア歴史事典』（平凡社）一アジア・安部健夫・尉・位従公・雰。員外郎・蔭叙。萬’羽林

　衛・三尉・永巷令・衛将軍・易姓革命・液庭令・橡・王弘・懸繧・夏・階窟・外嘗・開圏爵・外

　鯛・廻避・開府・囲府儀同三剰・客霜便・仮節・何武・官・漢（罰漢）・監・閣外僕・諌覆・窪

　官・諌議大夫・監察御史・館職・監生・濁内侯・趨家・記室・芝蘭・九卿・給葛：‘中・九品官人法

　・九国潔制・郷侯・御輿大夫・寄禄・金紫光禄大夫・虞候・勲位・勲宮・軍器監・軍師●勲品’

　啓・界・泣訴密・計借・京憲・卿大夫・京兆勢・京朝官・刑部・i桀・一院・検校・擁人馬銭・憲

　台通紀・元典輩・元典章校補・考課・港功衰移中・行人司・高祖・噸頭・才賢・弘文館・黄門郎・

　公用銭・校埋・光禄勲・光禄大夫・園史館・五省・戸部・宰執・宰相・採訪・処嶽使・差役・叢

　遣・雑号将軍・雑職・三衙・三館・散騎省・三三公・三二・三師・三三・三塁・旧知政禦・三三都

　尉・散腐・三法司・iZ9科・史館・試宮・諮議参軍・傅御処・侍講・旨授・使相・使照・四穫将軍

　・士大夫・待中・司薗・四鎮将軍・・を緊・執政・司徒・三編・視晶・拾遣・従事中郎・修撰・

　修内司・十二衛・十二・主事・口書・首梢・鵡身・殊挑諭旨・主簿・循資格・上供・将軍・上士

　・常参官・宥試・上鯛院・貼職・尚三二・上諭内閣・助教・職掌・職閣・諸三三長・得焚・司

xi



吏・帥司・随身衣糧・崇政院・崇政殿説書・枢密院・継密使・正貫郎・政事堂・清吏剰・石炭

（中国石炭の歴史）・摂官・曹・太尉・大医院・台諌・大鴻騰。大司農。太常・大将嬢・太獲L・

太宗・火提秋・太僕・儲才之地・提擁案騰・丁憂守制・都省・都総鶯・U笥s大・内欝・二府●廃

帝・幕友・班・鳳閣・防禦使・奉朝請・補闘・命婦

『世界歴史大事典』（平凡社）一司馬光・内藤湖南

『経済学辞典』（大阪商科大学経済研究所編）一簸鐵論・王安石・管子の経済愚想・均輸平準法

　・市易法・青苗法・了賦・田賦・保曙保馬法・李照

一xii一


